信州eye基金　助成申請書
（様式２）
事 業 計 画 書

	団体名
	



	１　事業名

	

	（注）助成申請書（様式１）に記載の事業名称と同じ事業名を記載してください。

	２　事業の実施期間

	令和　　年　　月　　日　から　令和　　年　　月　　日　まで

	（注）令和5年（2023年）10月1日から令和6年（2024年）9月30日までの期間内で記載ください。
（事前相談を受けた区分（A）の事業に限り、令和5年（2023年）4月1日以降を開始日とできます。）

	３　事業の実施場所

	

	（注）具体的な場所がわかるよう記載ください（長野県内所在地のみ）。

	４　事業の目的

	（1） 事業により解決したい課題
· 当事者はどのように困っているのか
· 支援者や周囲の環境には何が足りないのか

	

	（2） 事業により直接達成したい成果
· 当事者はどのような助けを得られるのか
· 支援者や周囲の環境はどのように変わるのか

	

	５　事業の内容	

	· 上記４の変化を起こすために、「誰に（・いつ）・どこで・何を・どのように」行うのか

	

	６　事業スケジュール

	· 上記５の内容を時系列で「いつ」行うのか

	


※選考では、主に以下４つの視点から評価いたします。これらを踏まえた記載内容としてください。
· 「事業の公益性」（間接的な影響も含め、不特定多数の当事者らに広く効果を与えるものか）
· 「必要性」（当事者は具体的にどのような困りごとがあるか、対応する支援は必要なものか）
· 「実現可能性」（計画は十分検討され具体的に実現可能なものか、経費とその使途は妥当か）
· [bookmark: _Hlk94025024]「団体等の適格性」（活動の理念やこれまでの実績、組織体制等は実施団体として適格か）
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